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要旨 

 地域ケア会議の課題について、委託型の地域包括支援センターが行う地域ケア会議の限界とジレンマ（楢木

2022）についても明らかにしているが、市町行政機関が実施する地域ケア推進会議の課題と方法については明ら

かにされていない。本論では、市町行政機関における地域ケア推進会議の課題、及び地域ケア個別会議と地域ケ

ア推進会議が連動し資源開発・政策形成に繋げていくための方法を明らかにしていくことを目的としている。 

地域ケア推進会議の課題は、会議の実施目的・方法を明確にしていくこと、参加者が会の目的を理解している

こと等であった。地域ケア推進会議を資源開発・政策形成に繋げていくための方法として、他の協議体と連動し

地域課題を共有していくこと、個別課題となっている個々のケースを理解して現場の問題意識を会議に繋げてい

くことができる人が参加すること等が考えられる。 

 

 

はじめに 

地域ケア会議は、地域包括ケアシステム構築の方法

の一つとして、2012（平成 24）年から各市区町村で

実施されることとなった。2011（平成 23）年介護保

健法改正の中で、地域包括支援センターは包括的支援

事業を実施するため、介護サービス事業者、医療機関、

民生委員等の関係者と連携することの努力義務が規定

された。（介護保険法第 115 条の 46 第 5 項） 

2012（平成 24）年 4 月に出された地域支援事業実

施要綱（「地域支援事業の実施について」）の中で、多

職種協働による地域包括支援ネットワークの構築のた

めの一つの手法として、「地域包括支援センター （ま

たは市町村）が、行政職員、地域包括支援センター職

員、介護支援専門員、介護サービス事業者、 医療関係

者、民生委員等を参集した「地域ケア会議」を設置・

運営する」1）としている。2013（平成 25）年 3 月に

出された「地域包括支援センターの設置運営について」

の中でも、地域包括支援ネットワークを構築する手法

として、「行政職員をはじめ、地域の関係者から構成さ

れる会議体」（地域ケア会議」）を、地域包括支援セン

ター（又は市町村）が主催し、設置・運営する」2）と

地域ケア会議が位置付けられている。2018（平成 30）

年の介護報酬改定では、訪問介護（生活援助）の回数

の多いケアプランについて、地域ケア会議にて検証す

ることも位置付けられ、自立支援・重度化防止の方法

の一つにもなっている。 

 地域ケア会議の目的は、「地域包括支援センターの設

置運営について」の中で、以下のように明示している。 

地域ケア会議の目的 

ア個別ケースの支援内容の検討を通じた、  

（ⅰ）地域の介護支援専門員の、法の理念に基づいた

高齢者の自立支援に資するケアマネジメントの支援 

（ⅱ）高齢者の実態把握や課題解決のための地域包括

支援ネットワークの構築  

（ⅲ）個別ケースの課題分析等を行うことによる地域

課題の把握  

イその他地域の実情に応じて必要と認められる事項 
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地域ケア会議は、個別事例の検討をとおして、個別事

例の解決、地域のネットワーク形成、地域課題の把握、

資源開発、政策形成を目的としているのである。 

地域ケア会議の機能として、個別課題解決機能、ネ

ットワーク構築機能、地域課題発見機能、地域づくり・

資源開発機能、政策形成機能の 5 つがある。これらの

機能が相互に関係し合い、循環していくこととなって

いる。地域ケア会議は個別ケースを検討する「地域ケ

ア個別会議」と地域課題を検討する「地域ケア推進会

議」の 2 種類ある。地域ケア推進会議は「地域づくり、

資源開発、政策形成等で対応することによって地域課

題を軽減・解決して、地域包括ケアを推進」3）するこ

とが目的となる。そして地域ケア個別会議と地域ケア

推進会議が連動していくことが不可欠である。 

しかし地域ケア個別会議と地域ケア推進会議との連

動については課題が指摘されている。楢木（2021）は、

地域ケア個別会議が「圏域の地域課題が市全体の課題

に繋がってこないこと、そのため政策形成までに至ら

ないこと」4）とし、地域ケア推進会議と連動していな

い現状を指摘している。筆者が 2021 年度に行った委

託型の地域包括支援センターへのインタビュー調査の

結果からも「地域ケア個別会議が地域ケア推進会議と

連動しておらず、本来の目的である政策形成に繋がっ

ていない」5）と問題提起している。 

先行研究では、地域ケア個別会議と地域ケア推進会

議が連動しておらず、資源開発、政策形成まで行えて

いないという課題があることを明らかにしている。そ

の背景として、「地域ケア会議が資源開発や政策形成へ

と展開しない問題点は、地域包括支援センターという

よりも、市区町村の問題が大きい」6）（春名・越智 2019）

等が指摘されている。地域ケア推進会議と連動してい

ないことで、委託型の地域包括支援センターが行う地

域ケア個別会議の限界とジレンマ（楢木 2022）につい

ても明らかにしている。 

 本論では、市町村における地域ケア推進会議の課題、

及び個別地域ケア会議と地域ケア推進会議が連動し資

源開発・政策形成に繋げていくための方法を明らかに

していくことを目的とする。 

 

研究方法 

A 県内の介護保険制度の市町村（3 か所）に個別で

インタビュー調査を行った。調査対象 3 か所の選定方

法は、2021 年度に調査を行った委託型地域包括支援セ

ンターのある市町村以外であること、実施している地

域ケア会議に課題を感じていること、とした。インタ

ビューは、対面で実施し、IC レコーダーに録音、その

後、文字起こしを行った。 

分析方法は、文字起こししたデータをラベル化して

いき、類似性を持ったラベルをサブカテゴリに分けた。

そしてサブカテゴリを更に類似性を持ったカテゴリに

再編し、表札を作成していった。その後、表にまとめ

て分析を行った。 

 インタビューは半構造化面接とし、インタビュー質

問項目は以下のとおりである。事前にインタビュー質

問項目を提示し、同意を得ておくこととした。 

質問項目 

・過去 3 年間の地域ケア推進会議の開催状況（年間の

回数、開催テーマ、参加者の職種）について 

・地域ケア推進会議の効果について 

・地域ケア個別会議と地域ケア推進会議の連動法方法

について 

・地域ケア個別会議を実施する上での課題について 

・圏域の地域課題と市町村の地域課題について 

・地域ケア会議を資源開発・政策形成に繋げるための

方法について 

倫理的配慮として、インタビュー対象者に、事前に

書面にて以下の事柄を説明し、同意を得た。①研究概

要とインタビュー質問項目、②調査への協力は任意で

あり調査実施途中であっても辞退できること、③不参

加や中途での辞退によって対象者に不利益が及ぶこと

はないこと、④調査結果は研究目的のみに使用するこ

と、⑤得られた情報はデータや個人が特定されないよ

う処理すること、⑥データは施錠できるところに保管

し、取り扱いは研究者のみが行う。 

これらの説明は調査実施当日にも確認し、同意書を

書面で回収することで研究活動への同意を得たことと

した。同意書は 2 部作成し、研究実施者と研究協力者

の双方がもつようにした。得られたデータを電子記憶

媒体で保存する際にパスワード保護を行った。データ

は研究者である楢木が管理し、研究終了後は、データ

を 5 年間保存し破棄することとした。静岡福祉大学研

究計画倫理審査に申請し、令和 4 年 10 月 14 日に承認

を得ている。（承認番号 SUW22-9） 

 

研究結果 

1 地域ケア推進会議の位置づけ 
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各地域の地域ケア推進会議の位置づけは以下のとお

りである。（表 1）A 市のように地域ケア個別会議から

圏域ごとの課題を整理し、地域ケア推進会議に繋げて

いくところがあれば、B 市・C 市のように、これまで

地域で行ってきた会議を地域ケア推進会議として位置

づけているところもあった。 

 

表 1 地域ケア推進会議の位置づけ 

A 市 
総合相談の中から個別会議に当たるケース

があれば地域ケア個別会議を開催する。その

後、包括圏域ごとのネットワーク会議が位置

付けられていて、圏域の課題を整理してい

く。その上に、地域包括支援センターの主任

介護支援専門員の分科会があるので、各包括

圏域から寄せられた課題を取りまとめ、第 1

層、第 2 層の協議体も加わり、最終的に市の

地域ケア推進会議があり、ボトムアップ形式

で実施している。 

B 市 
主任介護支援専門員の集まりを年 12 回行っ

ていて、その中の数回を地域ケア個別会議と

で上がった地域課題に沿った内容にしてい

る。年に数回行う地域づくり会議の最後の回

を地域ケア推進会議として位置づけている。 

C 市 
地域ケア会議の運営マニュアルを作成し、そ

れぞれの会議が、地域ケア個別会議なのか、

地域ケア推進会議なのかという枠組みを明

確にしている。地域ケア推進会議として当た

るのが、生活支援体制整備事業の第 1 層の協

議体、認知症に関する研究会、権利擁護ネッ

トワーク会議、地域包括支援センターの連絡

会等を位置付けている。 

 

2 地域ケア推進会議の課題と連動性の方法 

「地域ケア推進会議の課題」と「個別地域ケア会議と

の連動性の方法」の 2 つに分類した。 

（1）地域ケア推進会議の課題 

 地域ケア推進会議の課題のカテゴリとして①「地域

ケア推進会議の実施方法」②「個別会議との連動性」

③「参加者の意識」の 3 つに分類した。 

①「地域ケア推進会議の実施方法」のサブカテゴリ

として、「会議の位置づけ」「会議の目的のズレ」とし

た。 

サブカテゴリ「会議の位置づけ」の具体的意見とし

て、「地域ケア推進会議についての取り決めが、きちん

とできてない」「最終確認してもらうようなイメージ

になっていて、ここで決めるというのが難しい」「地域

ケア推進会議で行うべき内容が網羅されてなくて、地

域包括支援センターの活動報告にとどまっている」「高

齢者部門だけではなくて、市全体でどうしましょうみ

たいなところまでに繋がりにくい体制になっている」

「地域ケア推進会議についての取り決めが、市のほう

できちんとできてない」「地域ケア会議のマニュアルを

作ったが、それに縛られて難しいこともあった」等が

あった。 

サブカテゴリ「会議の目的のズレ」では、「地域ケア

推進会議を開催しているが、機能していない」「会議の

目的や役割がきちんと整理されていないで、ただ、今

困ってるケースについての話し合い、情報交換で終わ

りがちである」「課題の共有で終わってしまう」等があ

った。 

 ②「個別会議との連動性」のサブカテゴリとして、

「個別事例の解決に留まる」「政策形成まで繋がらな

い」の 2 つとした。 

サブカテゴリ「個別事例の解決に留まる」の具体的

意見として「個別のケアのところの解決になってしま

っていて、地域の課題まで出すことができていない」

「個別会議で、そのケースごとの会議は終わってしま

ってるという状況」「個別ケアのところの解決になって

しまっていて、地域の課題まで出せてるかと言われる

と、そこまで至っていない」等があった。 

サブカテゴリ「資源開発・政策形成まで繋がらない」

の具体的意見として「地域課題から資源開発等の具体

的な話に持っていくことが現状難しい」「ボトムアップ

できているが、ここで終わってしまってる状況」「施策

とか資源開発につながってないので、事業者としては

意味があるのかというような思いも出てきてしまって

いる」等があった。 

 ③「参加者の意識」のサブカテゴリとして「会議の

目的の理解」「地域課題への意識」の 2 つとした。 

サブカテゴリ「会議の目的の理解」の具体的意見と

して「地域ケア推進会議として行っているが、参加者

にもそのような認識がない」「会議の目的が分からなく

なってしまう」「結局似たようなメンバーがいろんな会

議に出ているので、会議の目的、役割をきちんと整理

されていない」等があった。 

サブカテゴリ「地域課題への意識」の具体的意見と
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して「地域課題として参加者が意識するところは、ま

だ課題がある」「思考過程が個別で終わってしまう。自

分の困ったケースをどうにかしたいという意識」「こう

いうのが困ってるよねという返事は返ってくるが、そ

れを地域課題として意識して、それを施策化しようと

いう話にはなっていない」等があった。 

 

表 2 地域ケア推進会議の課題 

カテゴリ- サブカテゴリ 具体的意見 

地域ケア

推進会議

の実施方

法 

会議の位置づけ 「地域ケア推進会議に

ついての取り決めが、

きちんとできてない」 

「最終確認してもらう

ようなイメージになっ

ていて、ここで決める

というのは難しい」等 

会議の目的のズ

レ 

「地域ケア推進会議を

開催しているが、機能

していない」 

「会議の目的や役割が

きちんと整理されてい

ないで、ただ、今困っ

てるケースについての

話し合い、情報交換で

終わりがちである」 

「課題の共有で終わっ

てしまう」 

個別会議

との連動

性 

個別事例の解決

に留まる 

「個別のケアのところ

の解決になってしまっ

ていて、地域の課題ま

で出すことができてい

ない」 

「個別会議で、そのケ

ースごとの会議は終わ

ってしまってるという

状況」等 

資源開発・政策

形成に繋がらな

い 

「地域課題から資源開

発等の具体的な話に持

っていくことが現状難

しい」 

「ボトムアップできて

るが、ここで終わって

しまってる状況」等 

参加者の

意識 

会議目的の理解 「地域ケア推進会議と

して行っているが、参

加者にもそのような認

識がない」 

「会議の目的が分から

なくなってしまう」 

地域課題への意

識 

「地域課題として参加

者が意識するところ

は、まだ課題がある」 

「思考過程が個別で終

わってしまう」等 

 

（2）個別会議との連動性の方法 

 個別会議との連動性の方法のカテゴリとして①「地

域ケア推進会議の位置づけ」②「他の協議体との連動」

③「現場の問題意識」の 3 つに分類した。①「地域ケ

ア推進会議の位置づけ」のサブカテゴリは「地域ケア

推進会議の位置づけの明確化」「会議の参加者」の 2

つとした。 

サブカテゴリ「地域ケア推進会議の位置づけの明確

化」の具体的意見として「政策形成に新しくつながっ

てるわけではないが、計画の中には盛り込んでる」「地

域ケア会議として認める最低限の条件というか、やっ

てもらいたいこと、意識してほしいことを示さなくて

はいけないと感じている」「地域ケア推進会議と位置付

けていた中でつながりが見えてきて、連動できるよう

になってきた」「地域ケア推進会議をきちんとした形で

推進会議として参加者に分かるような形で開催した上

で、課題を抽出して課題解決に向けて議論を行う」「会

議ごとの役割を整理していく」等があった。 

サブカテゴリ「会議の参加者」の具体的意見として

「地域ケア推進会議を各専門職・機関の代表を会議に

参加しているが、このメンバーで決定することは難し

い」「地域ケア推進会議はこのような会議だと取り決め

て、それに関わる人たち参加するほうがよい」等があ

った。 

 ②「他の協議体との連動」のサブカテゴリは「第１

層・2 層協議体等との連動」「他部署との連動」の 2 つ

とした。 

サブカテゴリ「第 1 層・2 層協議体等との連動」の

具体的意見として「第 1 層の協議体で話し合った内容

を地域ケア会議等でという動きが今後できてくるとい

い」「2 層の協議体の場でもう少し住民の声取り入れて、
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具体的にこういうことできる等のように、もめるよう

な場になっていくといい」「地域ケア推進会議の中で解

決できない課題については、市の他の会議に繋げてい

くような仕組みにしたい」等があった。 

サブカテゴリ「他部署との連動」の具体的意見とし

て「今まで福祉部門が抱えてたが、別の部門を巻き込

んでいる」「福祉企画課のほうだけで収まらずに、他の

課も考えていかないと解決しないというふうな状況が

現場レベルで起こっている」「結局他の課にもまたがっ

てくるような課題が結構あるので、そういった所と、

どう課題を共有して進めていくか」等があった。 

 ③「現場の問題意識」のサブカテゴリは「現場の問

題をボトムアップする仕組み」「問題意識の共有化」「成

功体験の積み重ね」の 3 つとした。 

サブカテゴリ「現場の問題をボトムアップする仕組

み」の具体的意見として「ボトムアップをするのだと

いう意識はある」「現場で困ってることを、課題として

上げていって、その課題解決するために社会資源開発

や政策形成につなげていくという部分の、現場レベル

でないとつながってこない」等があった。 

サブカテゴリ「問題意識の共有化」の具体的意見と

して「3 職種の会議の中で、その専門職の視点で見た

時に、これが課題だというところは出てきてる」「お互

いの地域包括支援センターが自分の所だけではなくて、

お互いに協力し合いながら、みんなで確認して回るみ

たいな感じで、今やっている所もある」等があった。 

 サブカテゴリ「成功体験の積み重ね」の具体的意見

としては「サービスの適正な提供みたいなものが資源

開発によってできるようになってきている」「ケースに

ついてはいろいろと改善されたり、関係者間で共有ネ

ットワークづくりができたりと個別ケース単独で見れ

ばある」「個別にまた専門職と連絡を取り合って、困っ

た時に相談するというような、顔つなぎ、ネットワー

ク形成にはつながってる」等があった。 

 

表 2 個別会議との連動性の方法 

カテゴリ- サブカテゴリ 具体的意見 

地域ケア

推進会議

の位置づ

け 

地域ケア推進会

議の位置づけの

明確化 

「計画の中に位置づけ

ている」 

「地域ケア会議として

認める最低限の条件と

いうか、やってもらい

たいこと、意識してほ

しいことを示さなくて

はいけない」 

「地域ケア推進会議と

位置付けていた中でつ

ながりが見えてきて、

連動できるようになっ

てきた」等 

会議の参加者 「地域ケア推進会議を

各専門職・機関の代表

を会議に参加している

が、このメンバーで決

定することは難しい」 

「地域ケア推進会議は

このような会議だと取

り決めて、それに関わ

る人たち参加するほう

がよい」等 

他の協議

体との連

動 

第 1 層・2 層協

議体等との連動 

「1 層の協議体で話し

合った内容を地域ケア

会議等でという動きが

今後できてくるとい

い」 

「2 層の協議体の場で

もう少し住民の声取り

入れて、具体的にこう

いうことできる等をも

めるような場になって

いくといい」 

他部署との連動 「今まで福祉部門が抱

えてたが、別の部門を

巻き込んでいる」 

「福祉企画課のほうだ

けで収まらずに、他の

課も考えていかないと

解決しないというふう

な状況が現場レベルで

起こっている」 

現場の問

題意識 

現場の問題をボ

トムアップする

仕組み 

「ボトムアップをする

のだという意識はあ

る」 

「現場で困ってること

を、課題として上げて

いって、その課題解決
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するために社会資源開

発や政策形成につなげ

ていくという部分の、

現場レベルでないとつ

ながってこない」等 

問題意識の共有

化 

「3 職種の会議の中

で、その専門職の視点

で見た時に、これが課

題だというところは出

てきてる」 

「お互いの地域包括支

援センターが自分の所

だけではなくて、お互

いに協力し合いなが

ら、みんなで確認して

回るみたいな感じで、

今やっている所もあ

る」等 

成功体験の積み

重ね 

「サービスの適正な提

供みたいなものが資源

開発によってできるよ

うになってきている」 

「ケースについてはい

ろいろと改善された

り、関係者間で共有ネ

ットワークづくりがで

きたりと個別ケース単

独で見ればある」等 

 

考察 

 地域ケア推進会議の課題は、①地域ケア推進会議を

市として明確に位置づけ・目的を明確にしていくこと、

②個別課題から地域課題へ連動し、資源開発・政策形

成に繋げていくこと、③地域ケア推進会議会議に参加

する人が目的を意識して臨むこと、の 3 点にまとめる

ことができる。①の地域ケア推進会議を市として明確

に位置づけ・目的を明確にしていくことについては、

既存の会議を地域ケア推進会議に当てはめて実施して

いたり、各機関の代表者会議として課題の共有で終わ

ってしまったりして、地域ケア推進会議本来の目的が

曖昧なまま実施している状況があった。市として地域

ケア推進会議の本来の目的を明確に位置付けて実施し

ていくことを、まずは実施していく必要がある。 

 ②個別課題から地域課題へ連動し、資源開発・政策

形成に繋げていくことでは、地域ケア個別会議から地

域課題を明らかにできていないことの指摘があった。

地域課題が明らかになっていなければ、地域ケア推進

会議を行っても資源開発・政策形成に繋げていくこと

は困難である。そのため地域ケア個別会議が個別の課

題の解決に留まらず､地域課題を明確にしていくこと

の意識が必要になると考える。 

 ③地域ケア推進会議に参加する者が目的を意識して

臨むことについては、地域ケア推進会議の参加者が、

会議の位置付けや目的を意識しないで参加すると資源

開発・政策形成に繋げていくことは困難である。参加

する者が地域ケア推進会議の市町村としての位置付け、

本来の目的を理解して会に臨むことが重要である。 

 個別会議との連動性の方法は、①地域ケア推進会議

の目的に沿ったメンバーが参加すること、②地域ケア

会議だけではなく、他の会議体とも連動していくこと、

③個別課題から地域課題を明らかにし資源開発・政策

形成に繋げていく体験を共有していくこと、の 3 点に

まとめることができる。①の地域ケア推進会議の目的

に沿ったメンバーが参加することについては、市町村

内で位置づけた地域ケア推進会議の目的を達成するた

めの参加者は誰なのかも含めて検討する必要がある。

各機関の代表者が集まって行われると、個別のケース

であがっていた問題意識が共有されず、単なる報告会

で終わってしまうことがある。そうではなく地域ケア

推進会議の本来の目的である資源開発・政策形成に繋

げていくために、個別課題から地域課題を明らかにし、

課題を解決するために何が必要なのか、という問題意

識を持った者が参加していく必要があると考える。地

域ケア個別会議と地域ケア推進会議で、温度差が生ま

れないような参加者であれば、連動した会議になると

考える。 

 ②の地域ケア会議だけではなく、他の会議体とも連

動していくことについては、インタビューで指摘があ

った生活支援体制整備事業の第 1 層・第 2 層協議体と

の連動だけではなく、世帯で考えると高齢者分野だけ

では解決できず、他の分野の機関・専門職との連動も

欠かせなくなってきている。複合的な課題を解決する

ための重層的支援体制整備事業の重層的支援会議との

連動は、今後欠かせなくなっていくのではないかと考

える。そのために各市町村が生活支援体制整備事業の

第 1 層・第 2 層協議体や重層的支援体制整備事業の重
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層的支援会議と地域ケア推進会議等との位置付け、連

動していくための方法を明確にしていくことが必要に

なると考える。 

 ③の個別課題から地域課題を明らかにし資源開発・

政策形成に繋げていく体験を共有していくことでは、

地域ケア個別会議、地域ケア推進会議に関わる人たち

が、地域ケア会議の本来の目的を実感するために、成

功体験を積み重ねていくこと、それを共有していくこ

とが必要である。このことをとおして地域ケア個別会

議と地域ケア推進会議のそれぞれの目的を共有するこ

とができ、そして連動していく方法を各市町村で明確

にすることができるのではないかと考える。 

 本論は、地域ケア会議の実施機関である市町村の担

当者のインタビュー調査から地域ケア推進会議の課題、

地域ケア個別会議との連動性について明らかにしてき

たが、調査対象者が一部のため、一般化するところま

では至っていない。そのため地域ケア会議を実施する

機関に地域ケア個別会議と地域ケア推進会議との連動

について等、引き続き調査を行っていきたいと考えて

いる。 

 今回の調査に協力いただいた各市町村の担当者に感

謝したい。 
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